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今
春
の
卒
業
生
の
延
べ
合
格
者
数
は
、
国
公
立
大
学
が
十
七
名
、
私
立
大
学
は

五
十
四
名
、
短
大
一
名
。
專
門
学
校
は
四
十
名
、
就
職
で
は
民
間
二
十
名
、
公
務

員
四
名
だ
っ
た
。

近
年
、
大
学
進
学
で
は
年
内
入
試
（
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
）
が
注
目
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
の
入
試
方
式
で
も
当
然
「
基
礎
学
力
」
の
有
無
が
大
き
く
合
否

に
関
わ
っ
て
い
る
。
高
校
で
の
成
績
は
書
類
選
考
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
が
、
口

頭
試
問
や
小
論
文
な
ど
の
当
日
の
試
験
で
も
受
験
者
の
基
礎
学
力
を
測
る
べ
く
、

志
望
先
の
選
考
委
員
が
厳
し
い
目
を
向
け
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

入
学
後
・
入
社
後
に
そ
れ
に
耐
え
う
る
実
力
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
審
査
し
て
い
る
。

令
和
六
年
度
卒
業
生
（
令
和
七
年
三

月
卒
業
）
は
四
年
制
大
学
へ
の
進
学
者
実

数
は
六
十
四
名
（
卒
業
生
一
三
○
名
中
）

と
な
り
、
約
半
数
の
川
九
・
二
％
が
大
学
へ

進
学
し
た
（
昨
年
度
四
七
・
四
％
、
一
昨
年

度
四
三
・
二
％
）
。

延
べ
の
合
硲
者
で
は
、
国
公
立
大
が

十
七
名
、
そ
の
う
ち
総
合
型
で
の
合
絡
者

は
四
名
、
学
校
帷
薦
刑
は
八
名
、
一
般
入
試

は
五
名
と
い
う
紡
果
だ
っ
た
。
私
立
大
学
合

格
者
は
四
十
八
名
で
、
主
な
県
内
進
学
者

の
実
数
は
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
十
二
名
、

白
鴎
大
学
九
名
、
帝
京
大
学
六
名
な
ど
と
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ま
た
四
年
制
大
学
以
外
で
は
、
短
大

進
学
誉
一
名
（
県
内
）
、
専
門
学
校
進
学

者
三
－
九
名
（
三
○
・
○
％
）
と
な
っ
て
お

り
、
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
を
合
わ
せ

た
全
進
学
者
の
割
合
は
ち
ょ
う
ど
八
割

と
な
っ
た
。

今
回
の
本
校
の
特
徴
と
し
て
、
ま
ず
四

年
制
火
学
で
は
昨
今
の
全
国
的
な
側
向

で
は
あ
る
が
年
内
入
試
（
総
合
型
・
学
校

推
薦
型
）
の
割
合
が
多
く
、
特
に
国
公
立

大
学
で
は
十
二
名
が
年
内
入
試
で
合
格

し
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
入
試
の
共
通
テ
ス

ト
を
利
用
す
る
入
試
（
国
公
立
大
、
私
大

共
テ
利
用
）
で
は
、
比
較
的
高
い
得
点
率
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令
和
六
年
度
は
、
民
間
企
業
二
十
名
、

公
務
員
四
名
の
生
徒
が
合
格
を
果
た
し

た
（
全
体
の
一
八
・
五
も
）
・
本
校
は
五
ク
ラ

ス
か
ら
四
ク
ラ
ス
に
な
り
三
年
目
と
な
る

が
、
ク
ラ
ス
減
直
後
の
二
年
間
は
就
職
希

望
者
が
十
名
前
後
と
少
数
で
推
移
し
た

（
昨
年
七
・
二
％
、
一
昨
年
一
○
・
一
％
）
。
三
年

目
と
な
り
予
想
通
り
就
職
希
望
者
の
割

合
が
以
前
の
割
合
に
戻
り
始
め
た
様
子

で
あ
る
・
民
間
企
業
の
状
況
と
し
て
は
、

こ
こ
数
年
の
景
気
向
上
と
人
材
不
足
を

背
景
に
、
本
校
に
寄
せ
ら
れ
た
求
人
数
、

各
社
の
採
用
人
数
と
も
に
増
加
し
た
。

ま
た
、
高
卒
初
任
給
も
上
昇
傾
向
で
あ
っ

た
。
し
か
し
採
用
試
験
自
体
が
易
化
す

る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
残
念
な
が
ら
不

採
用
と
な
っ
た
試
験
も
複
数
あ
っ
た
。

今
回
、
就
職
希
望
者
全
員
が
県
内
企
業

（
那
須
烏
山
市
、
宇
都
宮
市
な
ど
）
を
希

望
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
例
年
と
変
わ
ら

な
い
傾
向
で
あ
っ
た
。

で
あ
っ
て
も
今
年
は
全
国
平
均
点
が
上

昇
し
た
た
め
、
特
に
文
系
の
学
部
学
科

な
ど
で
思
っ
た
以
上
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ

た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
受
験
し
、
合
格
を
勝

ち
取
っ
た
生
徒
も
い
た
・
ま
た
主
に
専
門

学
校
希
望
者
な
ど
の
出
願
傾
向
と
し
て
、

医
療
系
全
体
の
志
望
者
数
は
大
き
く
変

動
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
志
望
の
詳
細
に

お
い
て
は
看
護
希
望
者
が
減
少
し
、
理
学

療
法
、
放
射
線
技
師
、
視
機
能
療
法
、
言

語
聴
覚
な
ど
の
看
護
系
周
辺
領
域
あ
る

い
は
歯
科
系
の
志
望
が
増
加
傾
向
に
あ
っ

た
。

就
職
状
況

大
学
“
短
大
の
全
体
像
が
こ
こ
数
年
で

大
き
く
動
こ
う
と
し
て
い
る
。
実
は
文

部
科
学
省
は
今
、
高
等
教
育
の
改
革
に

本
腰
を
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
立
大

学
・
短
大
な
ど
で
は
二
○
二
四
年
度
か
ら

五
年
間
、
集
中
改
革
期
間
と
位
置
づ
け
、

大
学
の
統
合
・
廃
止
・
学
部
再
編
に
取
り

組
み
始
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
各
大
学
で

の
内
部
改
造
や
募
集
停
止
の
動
き
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。
具
体
例
を
挙
げ

れ
ば
、
県
内
で
は
國
学
院
大
学
栃
木
短
期

大
学
と
足
利
短
期
大
学
の
募
集
停
止
や

作
新
学
院
大
学
女
子
短
期
大
学
部
の
共

学
化
、
帝
京
大
学
理
工
学
部
四
学
科
の

総
合
理
工
学
科
へ
の
再
編
と
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
設
置
（
板
橋
）
、
国
公
立
大
で

も
宇
都
宮
大
学
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
経

営
学
部
創
設
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
県
外

に
目
を
向
け
て
も
、
上
智
大
学
短
期
大

学
部
の
募
集
停
止
を
は
じ
め
二
○
二
五
～

二
○
二
七
年
度
の
間
に
全
国
で
少
な
く

と
も
四
十
五
校
の
短
期
大
学
が
閉
学
す

る
と
い
う
。
ま
た
女
子
大
や
文
系
大
学
の

改
革
と
し
て
、
女
子
栄
養
大
学
の
共
学
化

と
「
日
本
栄
養
大
学
」
へ
の
名
称
変
更
や

日
本
女
子
大
学
の
理
系
学
部
新
設
な
ど

が
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
理
系
分
野
の

学
生
を
三
五
％
か
ら
五
○
％
に
引
き
上

げ
る
と
い
う
政
府
が
掲
げ
て
い
る
目
標
が

あ
る
。ま
さ
に
今
、
こ
の
国
全
体
の
大
学
・
短

大
大
改
造
計
画
の
真
っ
た
だ
中
な
の
で

あ
る
。
急
速
に
進
む
少
子
化
の
中
、
現
在

九
○
○
以
上
あ
る
大
学
・
短
大
は
、
あ
と

十
数
年
後
に
は
一
七
○
校
程
度
が
不
要
と

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
推
測
も
あ
る
。

’

’

〈
進
路
動
向
〉

視
点
と
展
望

期
は
変
わ
ら
な
い
し
、

そ
れ
は
人
生
で
一
度

き
り
な
の
だ
か
ら
、
自

分
で
あ
ら
ゆ
る
努
力

を
投
じ
て
そ
れ
を
成

し
遂
げ
て
ほ
し
い
。

こ
の
よ
う
な
大
改
造
計
画
は
、
私
立
大

学
だ
け
で
は
な
く
、
当
然
、
国
公
立
大
学

の
入
試
方
式
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
二
○
二
六
年
度
入
学
者
選
抜
試
験
つ

ま
り
今
年
度
（
令
和
七
年
度
）
の
三
年
生

が
受
験
す
る
入
試
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
ほ
ど
多
く
の
国
公
立
大
学
で
変

更
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
本
校
生
の
志
望

校
に
よ
く
名
前
の
挙
が
る
関
東
圏
、
東
北

圏
の
大
学
で
も
多
数
変
更
が
見
ら
れ
る
。

少
し
挙
げ
て
み
る
と
、
宇
都
宮
大
（
工
・

化
、
工
・
機
情
）
、
茨
城
大
（
教
育
）
（
理
）

（
地
域
未
創
）
、
福
島
大
（
農
）
Ⅷ
山
形
大

（
教
）
（
農
・
食
生
）
、
群
馬
大
（
共
教
）
、
埼

玉
大
（
教
養
）
、
新
潟
大
（
教
）
（
工
）
、
秋

田
県
立
大
（
シ
ス
科
）
（
生
資
）
、
都
留
文
大

（
国
教
）
、
長
野
大
（
地
経
）
な
ど
で
興
味

深
い
入
試
変
更
点
が
見
ら
れ
る
。
詳
細
は

各
大
学
の
Ｈ
Ｐ
や
ベ
ネ
ッ
セ
な
ど
の
Ｈ
Ｐ
、

ま
た
は
国
立
大
学
協
会
な
ど
の
Ｈ
Ｐ
で

も
一
覧
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
ほ
し
い
。

今
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
大
学
・
短
大

の
体
制
自
体
が
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い

る
状
況
の
中
で
、
志
望
校
を
選
ん
で
い
く

こ
と
は
な
か
な
か
至
難
の
業
だ
と
思
う
。

そ
の
よ
う
な
不
確
定
要
素
が
多
い
と
き

に
は
、
ま
ず
①
「
ま
め
に
情
報
収
集
を
行

う
こ
と
」
、
②
「
自
分
の
軸
（
や
り
た
い
こ

と
）
を
プ
レ
さ
せ
な
い
こ
と
」
、
そ
し
て
③

「
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
思
わ

ぬ
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
や
す
い
こ
と
」
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
泣
い
て
も
笑
っ

て
も
高
校
生
が
進
路
決
定
し
て
い
く
時

ｰ

ｰ

｡
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團
〈
現
代
文
〉

・
課
題
文
型
の
小
論
文
を
や
っ
て
み

る
、
心
情
語
の
語
彙
を
増
や
す
。

・
問
題
の
中
に
出
て
き
た
分
か
ら
な

い
単
語
を
洲
く
る
。

・
定
期
テ
ス
ト
で
は
テ
ス
ト
前
に
本

文
を
も
う
一
度
読
み
直
し
、
授
業
プ

リ
ン
ト
等
の
見
直
し
を
し
て
い
ま

し
た
。
自
主
学
習
で
は
第
一
学
習
社

の
「
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
現
代
文
基
礎
」
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
を
読

む
時
間
を
と
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
し
た
。

田
科
目
ご
と
の
勉
強
法
を
教
え
て

く
だ
さ
い

協
力
し
て
く
れ
た
の
は
次
の
三
名
の
方
々
で
す
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
の
進

路
実
現
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

野
澤
恩
さ
ん
（
宇
都
宮
大
学
共
同
教
育
学
部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程
特
別
支
援
教
育
分
野
）

大
島
葵
斗
さ
ん
（
都
留
文
科
大
学
教
養
学
部
学
校
教
育
学
科
）

滝
田
美
奈
心
さ
ん
（
栃
木
県
立
衛
生
福
祉
大
学
校
歯
科
技
術
学
部

歯
科
衛
生
学
科
）

Ｌ
」
田
心
い
土
手
＋
９
０

今
春
卒
業
し
た
先
輩
方
か
ら
在
校
生
の
み
な
さ
ん
に
向
け
た
進
路
実
現

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
ま
す
。
実
際
に
使
っ
た
参
考

書
や
お
す
す
め
の
勉
強
法
な
ど
、
先
輩
方
な
ら
で
は
の
具
体
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
で
す
。
こ
れ
か
ら
受
験
生
と
し
て
頑
張
っ
て
い
く
人
た
ち
や
、
日
々

の
学
習
で
悩
ん
で
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
と
て
も
心
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ

先
輩
か
ら
み
な
さ
ん
へ
、
進
路
実
現
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

〈
漢
文
〉

・
明
説
漢
文
を
見
な
が
ら
、
特
に
大

切
な
と
こ
ろ
、
読
む
だ
け
で
は
覚

〈
古
文
〉

・
古
文
単
語
帳
（
学
校
で
配
ら
れ
た

も
の
）
を
繰
り
返
し
見
て
覚
え
る
。

・
定
期
テ
ス
ト
で
は
話
の
流
れ
を
確

認
し
、
登
場
人
物
の
生
い
立
ち
や

作
者
、
作
成
年
な
ど
出
題
さ
れ
そ

う
な
プ
ラ
ス
の
情
報
に
目
を
通
す

こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
テ
ス
ト
期
Ⅲ
中
に
予
想
問
題

を
立
て
た
り
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

は
先
生
や
友
達
に
教
え
て
も
ら
い

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
き
る
か
の
確
認

を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
自
主

学
習
で
は
古
単
帳
を
出
版
社
の
異

な
る
二
冊
を
使
っ
て
学
習
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
長
期
休
み
の
時
に
は

プ
リ
ン
ト
を
い
た
だ
い
て
学
習
し
て

い
ま
し
た
。

團
・
「
一
か
月
で
攻
略
Ｉ
大
学
入
試
共
通

テ
ス
ト
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
参

考
書
を
使
っ
て
問
題
の
解
き
方
や

本
文
と
問
題
文
の
解
き
や
す
い
見

方
を
勉
強
し
た
。

｜
数
学
・
授
業
で
習
っ
た
と
こ
ろ
は
そ
の
日
の

う
ち
に
復
習
す
る
。
ク
リ
ア
ー
に

載
っ
て
い
る
似
た
よ
う
な
問
題
を

解
く
。

・
定
期
テ
ス
ト
で
は
必
ず
出
題
さ
れ

る
問
題
は
確
実
に
で
き
る
よ
う
に

し
、
教
科
当
で
で
き
た
問
題
は
ク

リ
ア
ー
で
Ⅲ
じ
系
統
の
問
題
を
解

い
て
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
確
認

し
て
い
ま
し
た
。

寝
る
前
に
単
語
帳
を
見
て
、
朝
も

う
一
度
同
じ
場
所
を
見
返
す
と
覚

え
や
す
い
。

定
期
テ
ス
ト
で
は
テ
ス
ト
範
囲
の

単
語
の
確
認
を
中
心
に
学
習
し
て

え
き
れ
な
い
と
こ
ろ
を
ノ
ー
ト
に

ま
と
め
る
。

定
期
テ
ス
ト
と
自
主
学
習
と
も
に

川
説
漢
文
（
パ
ン
ダ
）
を
使
用
し
て

い
ま
し
た
。
文
法
を
覚
え
る
だ
け

で
は
な
く
、
例
題
を
取
り
組
む
よ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。

》

園
〈
生
物
〉

・
セ
ミ
ナ
ー
の
問
題
を
解
く
。
分
か

ら
な
い
も
の
は
図
録
を
使
っ
て
調
べ

る
。
イ
ラ
ス
ト
、
図
を
使
っ
て
習
っ
た

も
の
を
ま
と
め
る
。

・
定
期
テ
ス
ト
で
は
セ
ミ
ナ
ー
を
何

周
も
学
習
し
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

は
先
生
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

自
主
学
習
で
は
文
英
堂
の
「
必
修

整
理
ノ
ー
ト
生
物
一
を
使
用
し
て

い
ま
し
た
。
書
き
込
む
際
に
ど
の

紙
が
書
き
や
す
い
か
と
い
う
点
で

ワ
ー
ク
選
び
を
し
ま
し
た
。
ノ
ー

ト
に
ま
と
め
る
と
理
解
し
や
す
い

時
も
あ
っ
た
の
で
§
ま
と
め
る
内
容

を
決
め
て
ノ
ー
ト
片
面
に
埋
め
る

と
い
う
学
習
方
法
も
し
て
い
ま
し

た
。 閏

〈
日
本
史
〉

〈
地
理
〉

．
定
期
テ
ス
ト
で
は
ワ
ー
ク
を
中
心

に
学
科
し
、
共
通
テ
ス
ト
対
策
で

は
様
々
な
問
題
に
応
用
で
き
る
よ

う
に
知
識
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

学
校
で
配
布
さ
れ
た
ワ
ー
ク
を
解

く
。
起
こ
っ
た
出
来
事
、
重
要
な
人

物
を
時
系
列
順
に
ノ
ー
ト
に
ま
と

め
る
。

い
ま
し
た
。
自
主
学
習
で
は
先
生

に
プ
リ
ン
ト
と
丸
付
け
を
お
願
い

し
学
習
し
て
い
ま
し
た
。

閨・参
考
に
し
た
書
籍
「
街
場
の
教

育
論
」
と
「
「
叱
ら
な
い
」
が
子
ど

も
を
苦
し
め
る
」
（
私
は
教
育
の
分

野
に
進
学
し
た
い
と
考
え
て
い
た

の
で
そ
の
よ
う
な
本
で
す
が
、
他

の
分
野
を
学
び
た
い
方
は
そ
れ
に

合
っ
た
本
を
使
用
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
）

・
国
語
科
の
先
生
一
人
か
二
人
に
小

論
文
の
添
削
を
お
願
い
し
、
進
学

し
た
い
大
学
の
過
去
間
を
三
回

ず
つ
解
く
。
そ
の
次
に
分
野
に
関

連
の
あ
る
課
題
文
を
二
回
ず
つ
解

き
、
ま
た
最
初
に
や
っ
た
大
学
の
過

去
間
を
解
く
。

〈
化
学
〉

・
暗
記
す
る
と
こ
ろ
は
語
呂
合
わ
せ

を
使
っ
て
覚
え
る
。
計
算
問
題
は

公
式
を
覚
え
て
問
題
を
解
く
。

・
定
期
テ
ス
ト
と
自
主
学
習
と
も
に

リ
ー
ド
α
を
何
周
も
し
て
い
ま
し

た
・
苦
手
な
分
野
で
も
あ
る
の
で

問
題
の
解
き
方
か
ら
先
生
に
教
え

て
い
た
だ
い
て
学
習
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。

園
’

f‐

物

》
一
一
一
一

翻

屍
守
山
。

戸
■…

i％ ’
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回
受
験
対
策
・
勉
強
法
全
般
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

一
受
験
全
般
・
私
は
志
望
校
が
決
定
し
た
の
は
三

年
生
の
九
月
で
し
た
。
（
今
考
え
る

と
も
っ
と
早
い
時
期
に
先
生
に
相

談
し
、
志
望
校
の
決
定
を
す
れ
ば

よ
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
）
初

め
は
志
望
理
由
を
う
ま
く
書
く

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
担
任

の
先
生
が
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
と
一
緒
に
書
き
ま
し
た
。
（
箇

条
書
き
で
な
ぜ
こ
の
大
学
に
進
学

し
た
い
の
か
や
将
来
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
し
た
い
の
か
を
書
き
出
し
、

志
望
校
の
過
去
問
題
を
見
つ
け
て

練
習
す
る
・
小
論
文
を
書
く
の
に

慣
れ
て
き
た
ら
時
間
を
測
っ
て
練

習
を
す
る
。
自
分
が
進
む
分
野
に

関
連
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
調
べ
る
。

小
論
文
は
、
時
間
を
気
に
し
て
書

く
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

受
験
に
必
要
あ
る
か
不
明
で
も
小

論
文
模
試
を
受
け
、
練
習
し
て
い

ま
し
た
。
ワ
ー
ク
な
ど
は
購
入
せ

ず
、
国
際
医
療
福
祉
大
の
過
去
問

や
教
員
採
用
試
験
の
過
去
間
な

ど
で
分
か
ら
な
い
単
語
な
ど
を
調

べ
て
い
ま
し
た
。
読
書
を
し
て
い
た

こ
と
が
文
章
を
書
く
上
で
強
み
に

な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
志
望
理
由
に
な
る
よ
う

な
文
章
へ
）
志
望
理
由
書
が
完
成

し
た
後
は
、
小
論
文
の
添
削
を
そ

の
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
試

験
が
十
一
月
末
に
あ
っ
た
た
め
二
か

月
ほ
ど
土
曜
日
と
日
曜
日
を
除
い

て
毎
日
小
論
文
を
書
き
、
朝
、
学
校

へ
登
校
し
た
と
き
に
先
生
へ
提
出

し
、
昼
休
み
か
放
課
後
に
返
却
し

て
も
ら
い
、
次
に
小
論
文
を
書
く

と
き
に
気
を
付
け
た
方
が
い
い
こ

と
や
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
方
を
教

え
て
も
ら
い
、
学
校
に
残
っ
た
り
、

家
で
書
き
直
し
た
り
し
て
、
ま
た

提
出
す
る
と
い
う
こ
と
を
試
験
の

前
日
ま
で
繰
り
返
し
ま
し
た
。
ま

た
試
験
の
二
週
間
前
か
ら
他
の
先

生
に
も
小
論
文
の
添
削
を
お
願
い

し
、
小
論
文
を
書
く
と
き
の
考
え

が
偏
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

私
が
受
け
た
小
論
文
の
試
験
は
課

題
文
型
で
設
問
が
二
つ
あ
り
設
問

の
形
式
が
二
つ
あ
り
ま
し
た
・
私

は
先
生
と
相
談
し
、
小
論
文
を
対

策
す
る
時
間
が
少
な
か
っ
た
の
で

過
去
間
の
傾
向
か
ら
片
方
の
形
式

を
た
く
さ
ん
書
き
ま
し
た
。
し
か

し
本
番
の
試
験
で
は
、
対
策
し
て
い

た
形
式
で
は
な
い
方
の
設
問
が
出

題
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
二
か
月
ほ
ぼ
毎
日
書
い
た
お

か
げ
で
な
ん
と
か
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、

こ
れ
か
ら
受
験
を
控
え
て
い
る
方

は
早
め
に
志
望
校
を
決
定
し
、
試

験
に
小
論
文
が
あ
る
方
は
、
最
低

で
も
二
か
月
以
上
前
か
ら
取
り
組

む
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

英
単
語
、
古
文
単
語
、
暗
記
系
の

科
目
は
夜
寝
る
前
に
勉
強
を
し
て

朝
も
う
一
度
見
返
す
と
覚
え
や
す

い
。受
験
対
策
は
志
望
校
が
決
ま
っ
た

ら
早
め
に
始
め
る
と
よ
い
。
（
私
の

場
合
で
す
が
、
三
年
生
の
五
月
か

ら
対
策
を
は
じ
め
、
十
月
に
受
験

し
ま
し
た
。
）

勉
強
法
は
田
に
書
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
私
は
褒
め
て
も
ら
う

と
や
る
気
が
出
る
タ
イ
プ
な
の
で
、

「
こ
こ
ま
で
頑
張
り
ま
し
た
。
褒

め
て
く
だ
さ
い
。
」
と
先
生
に
言
っ

て
い
ま
し
た
。
受
験
対
策
で
は
面

接
練
習
を
様
々
な
教
科
の
先
生
方

に
お
願
い
し
、
「
私
を
知
ら
な
い
面

接
官
」
を
想
定
し
て
練
習
し
ま
し

た
・
模
擬
面
接
は
、
全
部
で
八
Ⅲ

程
行
い
ま
し
た
。
授
業
レ
ポ
ー
ト

作
成
は
前
例
が
な
い
状
態
だ
っ
た

の
で
、
流
行
り
の
教
育
ワ
ー
ド
を

教
え
て
い
た
だ
き
、
レ
ポ
ー
ト
の
書

き
方
を
練
習
し
ま
し
た
。
志
願
理

由
害
な
ど
は
部
活
の
大
会
も
あ
っ

た
の
で
夏
休
み
前
に
二
校
分
作
成

し
、
添
削
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま

た
、
学
校
調
べ
を
早
目
に
し
て
い
た

の
で
、
新
し
い
受
験
方
法
で
自
分
の

得
意
分
野
を
活
か
す
こ
と
が
で
き

た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
令
和
七
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
こ
の
一
学
期
は
今
年

度
、
進
路
実
現
へ
一
歩
踏
み
出
せ
る

か
ど
う
か
の
重
要
な
時
期
と
な
り
ま

す
。
出
遅
れ
な
い
よ
う
し
っ
か
り
集
中

し
ま
し
ょ
う
Ｉ
二
、
三
年
の
生
徒
の

皆
さ
ん
に
は
今
年
三
月
の
修
業
式
の

際
に
も
話
し
ま
し
た
が
、
確
認
の
意

味
で
こ
こ
で
も
う
一
度
伝
え
て
お
き

ま
す
。
進
路
実
現
（
合
格
・
内
定
）
を

目
指
す
に
あ
た
っ
て
、
皆
さ
ん
が
磨
い

て
お
く
べ
き
大
切
な
こ
と
は
３
つ
あ

り
ま
す
。
①
「
蟇
礎
学
力
」
、
②
「
明

確
で
強
い
志
望
動
機
」
、
③
「
将
来
の

ビ
ジ
ョ
ン
」
で
す
。
こ
れ
は
年
内
入
試

で
あ
ろ
う
と
、
一
般
入
試
で
あ
ろ
う

と
就
職
・
公
務
員
試
験
で
あ
ろ
う
と

変
わ
り
ま
せ
ん
・
三
年
生
は
も
ち
ろ

ん
、
一
、
二
年
生
の
皆
さ
ん
も
こ
の
三

つ
を
常
に
念
頭
に
お
い
て
日
々
の
学

校
生
活
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
積
み
上
げ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
昨
年
度
、
本
校
で
は
進

路
実
現
に
向
け
て
活
用
し
て
ほ
し
い

資
料
と
し
て
、
「
進
路
資
料
』
と
い
う

も
の
を
つ
く
り
弓
２
日
の
に
石
国
司
フ
ァ

イ
ル
で
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
二
、
三
年

生
の
皆
さ
ん
は
も
う
見
ま
し
た
か
？

も
し
、
ま
だ
見
て
い
な
い
人
が
い
た
ら

一
度
フ
ァ
イ
ル
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。
そ
ち
ら
に
も
「
ど
の
時
期
」
に
「
何

を
す
べ
き
か
」
が
詳
し
く
書
い
て
あ
る

の
で
す
が
、
改
め
て
皆
さ
ん
は
、
「
も

し
自
分
が
受
験
生
に
な
っ
た
ら
、
ま
ず

最
初
に
何
を
や
る
べ
き
か
」
は
イ
メ
ー

進
路
指
導
部
よ
り

ｈ
ノ
ま
し
ょ
、
っ
－

ジ
で
き
て
い
ま
す
か
？

今
回
は
そ
れ
を
少
し
書
き
出
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ご
志
望
先
の
具
体
的
な
検
討

（
自
分
の
目
指
す
姿
と
そ
の
方
向

性
を
念
頭
に
）

（
一
二
試
験
形
態
の
確
認

（
受
験
に
使
う
科
目
も
含
む
）

（
三
）
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
把
握

（
出
願
期
間
は
？
、
試
験
は
い

つ
？
、
学
校
行
事
と
の
兼
ね
合
い

は
？
）

（
四
）
実
力
の
確
認

（
基
礎
が
欠
損
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
な
い
？
合
格
圏
ま
で
ど
の
く
ら

、
４
一

Ｌ
ｖ
の
〆
・
｝

（
五
）
家
庭
内
で
の
共
通
理
解

（
経
済
状
況
を
含
め
て
）

な
ど
で
す
。
（
二
は
す
ぐ
に
結
論

は
出
ま
せ
ん
が
、
「
リ
ア
ル
に
考
え
始

め
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
担
任
の
先

生
や
保
護
者
の
方
と
よ
く
相
談
を

し
て
決
め
て
い
く
の
で
す
。
（
四
）
に
つ

い
て
特
に
進
学
を
考
え
て
い
る
人
は
、

「
夏
ま
で
に
基
礎
固
め
を
完
了
す

る
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

そ
の
よ
う
に
計
画
を
立
て
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
毎
日
の
積
み
重
ね
に
勝
る
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
・
日
々
の
学
習
を

大
切
に
、
し
っ
か
り
成
功
を
つ
か
み
取

＋×‘
乢f,､憩い｣が

l~･と．もち凡L力る

ず~声~‘置寓寂零種
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令和6年度卒業生合格・内定状況
(1)大学合格者数一覧

令和7年3月31日現在

(3)専門学校等合格者数一覧
専門学校等名

く県内＞

総数

33

大学名

く国公立＞

総数 学部 学科 人数
17

ヮ 理 理（数学) l
ｰ 工 機械シスエ 1

2 人文社会 経済経営学類 2

情報工 1
2 工

物質科学工 l

共同教育 学校／教育人 l

基盤／化学系 1
4 工

基盤〆ぶ機械情 l
山

胤業環境工 l辰

1 経済科学 経済総合 1

1 経済 経済 1

1 文 国文 1

1 工 建築都市環境 1

1 教養 学校教育 1

1 芸術文化 日本文 1

1 国際関係 国際／国際関係 1

54

1 家政 生活科学 l

薬 薬

看護

｣， 保健医療霊駕怯 ＄
2

理学療法 2

医療福祉 医療福祉．マ 3

q 経営 経営 2
u 人間文化 心理コミュニ l

法 法律 3

l4 経営 経営 7
発達／スポー 2

教育
発達／児童教 2

1 美術 美ﾙ｣: 1

1 ビジネス スポ／救急救 1

1 スポーツ スポーツ

2 技能工芸 建設 2

1 教育 こども教育 1

1 人文 』L,理 1

1 建築 建築総合 1

1 臨床心理 臨床,[､理 l

‘） 外国語 英語 l
ｰ 経営 経営 l

経済 地域経済 2

バイオサイエ 36 理工
機械・精密シ 1

1 デザイン デザイン l

史学 l

， 悶崎ブ 国際地域 ‘
1 文 文 1

1 工 機械工 1

1 保健医療 リハ／理学療 1

1 リハビリ 理学療法 1

71

】／ｎ

2 叩

工’

龍

保健医療[2

医療福祉

３

14

教育

ソ〕

6
理工

2

学科 人数

農業総合

畜産

歯科衛生

自動車整備

生産技術

看護

看護

1
栃木県農業大学校山形大

、
／
】

Ｔ
１
Ｌ
ｌ
１
１
Ｌ
－
１
１
Ｌ
『
Ｉ
Ｌ
－
ｎ
ノ
ョ
’
１
１
土

栃木県立衛生福祉大学校

栃木県県央産業技術専門校

関東職業能力開発大学校

済生会宇都宮病院看護專 111学校

栃木医療センター附属着,盤学校

福島大
可
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
上
一
！
ｌ
ム
ー
、
／
】
’
１
１
ユ

涜城大

宇都宮大
宇都宮市医療保健事業| ､11附幌宇部宮准

肴挫高等専修学校
l 1看瀧 I

エステティックビューティー

ファッション

メイク ・ネイル

新潟大

釧路公立大

群馬県立女子大

前橋工科大

都留文科大

尾道市立大

島根県立大

く私立＞

郡|｣I女子大

可
Ｊ

１
１

竹
１
｜
ワ
】
？
三
１
１

‐
１
｜
‐
１

国際ファッションビューティ専門学校 ５

公務員

医療事務
大原スポーツ公務員専門学校宇都宮校 4

こども学科幼稚園教諭・保育

医療事務学

看護学科

国際看護介護保育専門学校 〕

チャイルドマインダー

公務員総合

ペット総合

声優・アナウンス

ビジュアルデザイン

建築設計

調理経営学

看護

自動車整備

介護福祉

Ｉ
Ｌ

ワ
】

宇都宮ビジネス電子専' 1 ' |学校
１
４
Ｊ

世|際ベツ |､総合噂|1I1学校 2

宇都宮アートアンドスポーツ卯li'1学校 l

宇都宮メディア・アーッ専門学校 l

宇都宮日建工科専門学校 l

国際テクニカル調理製菓専門学校 l

さくら看護専門学校 l

専門学校日産栃木自動車大学校 l

栃木介護福祉士専門学校 l

＜県外＞ 7

恥
／
翠

１
１
１
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Ｉ
Ｌ

１
Ｉ
上
－
１
１
上

丁
Ｉ
上
一
寸
Ｉ
Ｌ
ｌ
Ｔ
ｌ
Ｌ

国際医療fM祉大

作新学院大

白鴎大
東京スクールオブミュージック＆ダン

ス専門学校

Vtuberエンターテイメン｜

ダンス＆アクターズ科

１
１

２

パーソナル|､レーナーィンス

トラクター

文星芸大

上武大

‘駿iriI台大

ものつくり大

淑徳大

和洋女子大

工学院大

大正大

東京ｽボｰﾂﾙｸﾘｪｰｼ≦!ﾝ聯' ' ‘ ' @学校

I

スポーツビジネス

和食調理科（2年llill)

放送芸術

子ども総合

１
１
１
１

東京すし和食調理專| 'ﾘ学校

東放学園専門学校

横浜こども専門学校

専門学校等計

(4)就職先一覧

就 職 先
く民間＞

矢崎部品栃木工場

鬼怒ll lグランドホテル

トヨタ自動車

株式会社ヤマダ電機

コメリ

烏山信用金庫

1A南那須
株式会社吉野工業所小1 1 1第二工場

住友金属鉱山シボレックス

日本栄養給食協会

ハーベストネクスト （黒磯地区）

有限会社三誠（なすの斎場）

ジョイコム株式会社（携帯電話販売・ インターパーク）

こぶしの丘

株式会社キーサンオート

＜公務員＞

栃木県警（行政）

那須烏山市役所

塩谷広域行政組合消防本部

自衛官候補生

就 職 計

人数大東文化大
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Ｉ
Ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
４
１
１
１
ｌ
型

帝京大

東京工fl･大

東洋大

二松学舎大

日本大

湘南医療大

令和健康科学大

大学計

(2)短期大学合格者数一覧

’

蝿蕊 （ ）内は昨年度【進路状況（実人数)】

延べ人数 ’

64 (73）国公立

私立
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鰯 短期大学 l （6）

県内 ’ 32 （47）
専門学校 〕9 （59

県外 鋤
、
⑪

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｉ

【
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ｊ
ハ
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ｖ
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孟

ワ
】塁

酷
就職 24 （11）

その他

合計
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〉

短期大学名

作新学院大女子短大

短期大学計

総数

1

1

－学科

幼児教育

人数

1


